






Study on the Consclousness of Employees (SegueL Part 
V) 
← -Analysis of the Characteristics of Employees'予lilto Work and QWL 
Consciousness-一
Keizo ASHIKI 
This study is the intensive analysis of employeぽ Willto W ork and QWL consciousness 
by ful adaptation of Hayasi's theory of quantification on the data obtained from inestigations 
of employees' conscious research. 
Within the limited data， however， the efforts succeeded to lead t出hefact t出h日抗tno悦tiたCα1出bleE 
d副if託fe町r巴印nc白esIieぽ巴 in the c∞ons民凶ciousness0ぱfWi山l日1tωo Wo目rkar吋l吋dNo叩n
QWL 
Differenc巴andsimilarity regarding consciousness of adjustment and maladjustment were 













































イ フー ム カ フー コ ') ベクトル レノン 相持対的(11脱~jj定立)力ア (x 10~) (X10-') 
l よく徹底している 88 
どちらともいえない
0.5 




1 感じている 9801 
30.2 




l たびたびある 2497 
組織・命令系統の混乱
5.7 




I 不満に思う 926 
配置・仕事の割当 2 それほどでない
2.4 











l 必要である -1046 
仕事上の知識・技術獲得の必 11.9 
要性
2 それほどでない 2304 7358 
( 2)
3 必要でない 6312 
1 非常に疲れる 699 
毎日の仕事の疲労度 どちらともいえない
3.5 




1 充分に利用できる 753 
休憩時間の利用 どちらともいえない
2.2 




1 できる -1042 
改善(能率向上)の余地
7.0 




1 公平じある 1874 
賃金額の決定 どちらともいえない
4.0 




1 よく知っている 2468 
賃金の内訳 大体知っている
6.1 
2 722 3779 






3 面倒でない 688 
(14) 
1 ある 571 
工場内の危険有害箇所 わからない
4.2 











l しっくりしている - 971 
臓場の雰囲気 2 どちらともいえない
3.9 
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一般層では一位を占めるのは， I定着意識.NO. 8385J 
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